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作品紹介 (回路図ゃ構成図、 コス ト、出品者本人のコメン ト・ノ所感など )
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6月 17日  お寺大会

今回開発したものは無くネット上の情報を参考に製作したものです。
DC― DCコ ンバーターはヤフース トアから940円 (送料込)で入手、他カーボン抵抗.¥10M
OSFET.¥100 ファース トリカバリーダイオー ド.¥40 電界コンデンサ.¥60を 足しても1150
円で済んだ。

是に改造作業をするわけだが基盤の穴も小さく部品の交換はや りにくかった。

インダクターは0.8m m銅線で元のコアに43回巻いたもの、インダクタンスは本来200μ Hと し
たかったが48回巻けなかったので150μ ～180μ Hじゃないかと思う。スイッチング周波数は200
μHで 50k h zな のでだいたい60k h zだ と思う。 (沢1定設備ありません)
改造後のデータ入力 12V→ 235vに 設定 電流値は60m A(推定)カ ソー ド電圧 から計算
+α

真空管アンプ

V T38は 世界初の五極管。発表は1927年 で本品は1930年以降のものだろう。データ上上限は250
vで第一グリッド電圧 25vの とき2.5w。  他にも理由があるが、安い管だが大事に使いたいので
低い設定した。

初段はE F86を使用することにした。 出力は lW+α 程度
これ6E2マ ジックアイを取りつけ出力表示 (ワ ット数不明、光だけだから)6E2の ドライブは6
B N8(双二極三極管)二局部を倍圧整流三極部で増幅とした

空冷ファン

DC― DCコ ンバーターは安全のためにケースに入れたら 発熱で動作が不安定になつたために
5vで動作するファンを取りつけた。5Vでは煩いので4.5v程度 (多分)まで抵抗 (20Ω )で下げ
てある。抵抗は1本 1円程度なので気にしないこと

DC― DCコ ンバーター使用で改善できた点
① 誘導ノイズが少なくなつた。腕が悪かつたといわれればそれまでだが小さいスペース

に無理や り押し込んだような作りだつたので作り直すか考えていたがその手間が無く

なつた

② 出力UPが期待できる若千だが供給電圧を高くできた。当初の電源 トランスの 2次側
電圧を低くし過ぎていた事に後で気がついたまさに後の祭 り

ちょつと面倒になつた点

不合理に見えるかもしれないがこれ以上お金を使わないために電源が3つ となった 1.ヒ ータ
ー電源 2.DC― DC電源 3.空冷ファン電源の順序で起動する 参考に12v40w スイッ
チングレギュレーター/ 5vス イッチングレギュレーター電源はいずれもD級アンプ用


